
(学校番号 　　中　　 －　　２２　　    )

分野 重点目標 評 価 項 目 達成・取り組み状況の評価
自己評価結果の考察に基
づく今後の改善方策

学校関係者評価及び
意見

自己評価結果と学校関
係者評価結果を踏まえ
た今後の改善方策

１　「立志・自立」の具現化に向
け、「目指す生徒像」（自学・挨
拶・掃除・時間）に迫ることができ
た。

職員の評価は「Ａ（良い）」と「Ｂ（やや良い）」
を合わせる（以下「肯定的な評価」と言う。）と
８６％に達したが、昨年度と比較すると７ポイ
ント下がっている。コロナ禍とはいえ掃除はも
う少し行いたいなどの意見があった。

２　「立志・自立」の具現化に向
け、「目指す学校像」（学ぶ意欲・
正義・安全・応じた支援・信頼）に
迫ることができた。

職員の肯定的な評価は９３％である。この項
目は昨年度より３ポイント上昇している。制約
が多い中で概ね達成することができた。

３　「立志・自立」の具現化に向
け、「目指す教職員像」（真の
チーム・労苦を分かつ・わかる授
業・地域）に迫ることができた。

職員の肯定的な評価は８０％で、昨年度より７
ポイント下がっている。職員が学年を越えて
もっと話せる雰囲気を作り、共通理解をさらに
進めていくことが大切との課題が出た。

令和２年度　習志野台中学校　自己評価結果 及び 学校関係者評価結果

教
育
目
標

・自ら学ぶ生徒の育成
と基礎学力の育成を
図る学習指導。
・心の通う生徒指導と
生活指導の徹底。
・実践することで学ぶ
特別活動。
・思いやりの心と実践
力を育てる道徳、人権
教育。
・健康、体力の増進と
安全教育の徹底。
・教育環境の整備と充
実。
・家庭、地域との連携
の重視と特色ある学
校作り
・特別支援教育の充
実を支える学校体制
をつくる。
・学校図書館の積極
的な活用。
・教職員の育成及び
指導力の向上。

・保護者への「学校は教育
目標や目指す生徒像を分
かりやすく伝えている」とい
う問に対する肯定的評価は
８９％、「学校の教育活動
は、保護者の期待や願い
にそっている」という問いに
対する肯定的評価は８７％
を示している。この数値か
ら、本校の教育活動は、多
くの保護者から理解を得て
いると思われる。さらに、生
徒の自主性を育てるため
に、職員がもっと話せる雰
囲気を作り、指導目的の再
確認や指導方法の共通理
解を図りたい。

○学校教育目標の具
現化に向けて、今後も
さらなる研鑽を積ん
で、全教職員が意識し
て取り組めるようにして
いきたい。
○新型コロナウイルス
の感染拡大防止に伴
い、職員同士が親和
会による食事会等が
行えず、職場を離れて
語り合う機会がない
が、コミュニケーション
を大切に雰囲気の改
善に努めていきたい。

○「目指す教師像」で
お互いの意見を素直に
言い合える場作り(コミュ
ニケーション)が大事だ
と思う。
○教育目標に向けて生
徒の自立を柱に取り組
み、目指す学校像に近
づいている反面、職員
間で歩み寄りがないの
は残念。
○立志・自立を長期目
標とし、何に自主性を
引き出すか具体策を示
し成果をあげている。
○今年度はコロナ禍の
中で先生方の業務量
は多忙だと思う。子ども
は落ち着いて学習に取
り組めている様子なの
で大変安心した。
○２項でＣ評価が減少
し好ましいが、大切な分
野において、Ｃ評価が
他分野に比べ比較的
多いこと、また昨年に比
し僅かとはいえ増加し
たことに注目したい。
○コロナ禍における取り
組みは、大変困難で
あったと思う。目標達成
に向け、今までとは
違った工夫をされ、成
果が現れている。生徒
の学習の遅れも心配さ
れた程ではなく、先生
方に感謝する。



(学校番号 　　中　　 －　　２２　　    )

分野 重点目標 評 価 項 目 達成・取り組み状況の評価
自己評価結果や考察に基
づく今後の改善方策

学校関係者評価及び
意見

自己評価結果と学校関
係者評価結果を踏まえ
た今後の改善方策

４　学校教育目標は，学校・生
徒・地域の実態に即していた。

職員の９６％が肯定的な評価をしている。昨
年度より１ポイント下がっているが、高い評価
と言ってよい。コロナ禍で職員が顔を合わせ
る機会が少ない時期での共通理解が難し
かった。

５　職員は学校教育目標や重点
目標の意義を理解し，その実現
に向け協同して教育を実践して
いた。

職員の８２％が肯定的な評価である。昨年度
より８ポイント下がっている。ここでも職員が
もっと協調して取り組む姿勢が課題となった。

６　校務分掌組織の形態は，本
校の実情に即し機能的なものに
なっていた。

職員の肯定的な評価は８０％で、昨年度より４
ポイント上昇している。さらに、部活動顧問の
あり方や業務改善に向けた取り組みが課題と
なっている。

７　職員の各組織への配置は，
人数や構成メンバーの年令・経
験・特性などからみて適切であっ
た。

職員の８２％が肯定的な評価。昨年度より２４
ポイントと大幅に上昇している。さらに、仕事
量に偏りがなく、得意分野を生かせるような校
務分掌の配置に努めていきたい。

８　学年内の分掌や組織をとおし
て，各自がリーダーシップ を発
揮し，スムーズな学年運営が進
められていた。

職員の９１％が肯定的な評価で、昨年度より１
ポイント上昇しており、高い評価を維持でき
た。初若年層が多いので、今後も育成に努め
ていく必要がある。

９　学年保護者会，学級懇談会，
保護者面談等の計画及び運営
は適切であった。

職員の９１％が肯定的な評価で、昨年度より２
ポイント下がっているが、高い評価を維持でき
た。さらに働き方改革と面談時間との調整を
進めていきたい。

１０　学級の学習環境・生活環境
は適切であり，生徒の成長を促
すものであった

職員の８９％が肯定的な評価で、昨年度より８
ポイント下がっている。生徒の成長を促すた
めにも、もっと教室環境を大切にし、先を見て
計画的に環境作りを為ていく必要があるとの
意見があった。

１１　学級活動を活性化させ，生
徒自らがより良い学級・学校づく
りに向け，諸問題の解決に努め
る態度を養うことができた。

職員の９４％が肯定的な評価で、昨年度より４
ポイント上昇した。コロナの影響で時期によっ
て学級の時間がカットされたが、担任がよく頑
張ったとの意見があった。

学
校
経
営
・
組
織
運
営

・全職員の共通理解と
実践を基として，学校
教育目標達成のため
に創意ある学校運営
と時代の要請にふさ
わしい学校づくりを目
指す。

学
年
学
級
経
営

・学年，学級経営を充
実させ，計画的な学
級活動を通して，個及
び集団を育て正義が
通る学級づくりを進め
る。

○若年層が増え校務
分掌の配置には頭を
悩ませている。できる
限り年齢や経験等に
偏りがないよう配置し
ていきたい。また、得
意な分野で実力が発
揮できるよう管理職と
の面接を充実させ、適
正と能力を勘案しなが
ら組織作りを行ってい
きたい。

・どの学年も主任を中心に
まとまりのある経営がなされ
た。
・特活指導部のリードのも
と、必須の掲示物とその他
の掲示物を整備していく。
・担任は、問題解決のため
の話し合いを意図的に設
定し、自治活動の基礎基
本を確立する。また、生徒
に範を示せるよう意識して
いきたい。

○コロナ禍での対応、
大変だと思う。
○先生方の熱心なご
指導がありがたい。
○学校の目標を共有
するためには、何でも
話せる場が必要。
○４項でＣ評価が少な
く幸いである。問題共
有の方法を探って対
処していただきたい。
○企業等であるような
新年度のチームビルド
研修などを　取り入れ
てみてもよいのではな
いか。

○若い先生が多い中
ではあるが、先生方は
一生懸命ご指導して
いただき、子どもは「学
校が楽しい」と言って
いる、と保護者の意見
がある。先生の情熱が
プラス効果として出て
いる。
○学年学級経営は職
員の指導が重要であ
るため、先生方の話し
やすい環境づくりが求
められます。クラスに
差が出ないよう学年で
話し合うことが大切。
○学級経営の苦労が
偲ばれる。

○若年層教員へのサ
ポートと報告・連絡・相
談しやすい環境作りに
努めていく。
○ミドルリーダーの育
成を進めていくととも
に、OJTによってベテ
ランから若年層に仕事
を引き継いでいけるよ
う、スキルアップを図っ
ていきたい。

・校務分掌組織の形態は
本校の実情に即した機能
的なものであったが、若年
層の育成とともにミドルリー
ダーの育成も急務である。
配置についてはできる限り
得意分野を生かせるように
し、年齢層・リーダー性等を
考慮した組織作りに努めた
い。



(学校番号 　　中　　 －　　２２　　    )

分野 重点目標 評 価 項 目 達成・取り組み状況の評価
自己評価結果や考察に基
づく今後の改善方策

学校関係者評価及び
意見

自己評価結果と学校関
係者評価結果を踏まえ
た今後の改善方策

１２　教育課程（各教科道徳特活
行事等）は全体的な調和のもと
に編成されていた。

職員の９１％が肯定的な評価で、昨年度より７
ポイント下がっている。行事の中止で道徳は
しっかり時数を確保できた反面、コロナのため
色々な変更があり、日課変更に戸惑った部分
があった。

１３　教科の年間指導計画や学
習指導案は改善され，より適切な
ものとなった。

職員の肯定的な評価は８７％で、昨年度より３
ポイント下がっている。指導案についての研
修や検討会の持ち方について課題があがっ
た。

１４　学校行事の種類・内容・実
施時期・規模等は適切であった。

職員の肯定的な評価は７７％で、昨年度より１
１ポイント下がっている。コロナの影響で中止
や制約が多い中での実施だったため、かなり
難しかった。

１５　「わかる授業」を展開するとと
もに，学習相談日をとおして，基
礎学力の定着に努めた。

職員の肯定的な評価は８７％で、昨年度より２
ポイント上昇した。定期テスト前の学習相談日
として「質問会」を設定し基礎学力の定着に
努めた。

１６　授業において，知識・技能を
活用し，思考力・判断力・表現力
をのばす工夫をした。

職員の肯定的な評価は８６％で、昨年度より１
４ポイント下がっている。コロナ禍でグループ
学習や理科の実験等で制約があったため、
かなり難しかった。

１７　目標準拠の評価について十
分理解し実践するとともに，自己
評価や相互評価を取り入れ，指
導と評価の一体化に努めた。

職員の肯定的な評価が８７％で、昨年度より１
３ポイント下がっている。この項目について
も、指導方法に制約があり、十分な実践がで
きなかった。

・授業改善に努め，基
礎的・基本的事項の
徹底と個に応じた指
導及び知識・技能の
活用を図る単元開発
を通じて，学力の向上
を図る。
・自主的な学習習慣と
態度の育成を図る。

教
育
課
程
・
学
習
指
導

・教師にとって一番大切な
教科指導力を向上させるた
め、有意義な授業研究や
検討会を継続していきた
い。
・新学習指導要領移行に
向け、外部講師を招聘して
の研修会を実施した。評価
についても各教科部会で
準備を進めているが、コロ
ナ禍での指導方法の工夫
についても研修や検討を
進めていきたい。

○コロナ禍で休校もあ
り、対応するのが大変
だったと思う。今までの
良い所、悪い所を検証
して、今後に生かして
いただきたい。通知票
に対する保護者の意見
があるので、検討してほ
しい。
○教え方で子どもの理
解度がアップすると思う
ので、子どもの意見も
聞きながら進めてほし
い。
○先生方の努力を高く
評価したい。時間確保
が大変だと思うが、基礎
学力の充実ため、補習
などが積極的に行われ
ると良い。
○改善への工夫が提
案されており、よりよくな
ることが十分期待でき
る。
○行事の中止はやむを
得ない状況も多く、その
判断をしないといけな
い先生方も辛かったと
思う。体育祭や合唱祭
などできる形を模索し、
配信等も活用してくだ
さった事、素晴らしいと
思った。制限のある中
で今できる事を最大限
楽しんだり、充実させよ
うとしたりする子ども達
の感性や才能に感心し
た。この状況だからこそ
の学び、想像力や創造
力を育むチャンスもある
のかなと思う。

○引き続き学習指導
を充実させていきた
い。教科部会を中心に
指導方法の工夫や評
価について研修し、研
鑽を積んでいく必要が
ある。
○定期テスト前の「質
問会」の取り組みにつ
いてもさらに工夫を検
討していきたい。
○行事については生
徒の充実感や達成感
を確保しながら、精選
についても考えていく
必要がある。



(学校番号 　　中　　 －　　２２　　    )

分野 重点目標 評 価 項 目 達成・取り組み状況の評価
自己評価結果や考察に基
づく今後の改善方策

学校関係者評価及び
意見

自己評価結果と学校関
係者評価結果を踏まえ
た今後の改善方策

１８　教育活動全般をとおして，
基本的生活習慣を身につけさせ
ることができた。

職員の９６％が肯定的な評価で、昨年度より１
ポイント上昇し、高い評価を維持できた。

１９担任一人任せにせず，職員
の共通理解と相互協力のもとで，
生徒指導を組織的にすすめるこ
とができた。

職員の９３％が肯定的な評価で、昨年度より１
ポイント上昇している。Ａ評価も７ポイント上昇
した。生徒指導ファイルの作成により、他学年
のことも共通理解を図ることができた。

２０　生徒と教師間の「語り合い」
や教育相談（教育相談週間・
チャンス相談）等をとおし，生徒
理解を進めるとともに，好ましい
信頼関係を築くことができた。

職員の肯定的な評価は９１％で、昨年度より７
ポイント下がっている。コロナ禍の中生徒と語
り合うことが難しい状況だったとの意見があっ
た。

２１　いじめアンケート等も活用し
ながら，生徒の人間関係にアン
テナを高くし，いじめの「早期発
見・早期対応」及び「再発防止」
に努めた。

職員の肯定的な評価が９７％という高い評価
で、昨年度より３ポイント下がってはいるが、Ａ
評価についても５３％に達している。

２２　道徳の授業を計画的に実施
するとともに，教育活動全体をと
おして生徒の「豊かな心」の育成
に努めた。

職員の肯定的な評価が９５％という高い評価
で、昨年度より５ポイント下がってはいるが、
道徳の授業研究は昨年度よりも多く実施でき
た。

２３　生徒会活動（全校評議会，
生徒会行事，専門委員会等）は
適切に実施された。

職員の肯定的な評価が９７％という高い評価
で、昨年度同じ評価であった。オンラインによ
る生徒総会など、コロナ禍の中でも工夫して
取り組むことができた。

２４　生徒が役割と責任を自覚し
自立した集団作りができるよう促
すことができた。

職員の肯定的な評価が９６％という高い評価
で、昨年度より３ポイント上昇している。さら
に、集団作りについて研修し、生徒に任せる
場面を増やしていきたいとの意見があった。

２５　部活動は計画的な運営によ
り自主性を促し，生徒の責任感
や連帯感を養うことができた。

職員の肯定的な評価が９１％で、昨年度より４
ポイント下がっている。コロナ禍で活動を自粛
せざるを得ないところがあった。

・各活動において，生
徒の自発的な活動を
展開し，集団や社会
の一員としてよりよい
生活や人間関係を築
こうとする態度を育
み，生徒の可能性を
信じ，社会的自立に
向け志を立てて自ら
努力するように導き，
支えることを目指す。

生
徒
指
導
・
道
徳
教
育

・生徒指導体制を確
立し，共通理解を元に
組織で行動できる教
師集団を目指す。
・基本的な生活習慣と
望ましい生活態度の
形成を図る。
・「目指す生徒像」を
通し生徒とともに創り
あげる学校を目指す。
・教師と生徒，生徒同
士など語り合いを通し
て，信頼できる人間関
係の構築に努める。
・道徳の授業の確保
に努め，意図的，計画
的な実践を通して生
徒一人一人の道徳的
実践力を高める。

○生徒会活動では、引
き続きリーダーの育成を
図るとともに、フォロワー
の大切さも指導していき
たい。教師は準備やリ
ハーサルにおいて指導
し、本番は生徒たちで
作り上げていく行事を
実感させたい。
○部活動は生徒の成長
にも大きく影響を与える
ので、活動内容の充実
をより一層図っていきた
い。

○生徒指導について
は、学年職員や生徒
指導主事とも連携しな
がら、解決へ向けた取
り組みができるようにし
たい。
○今年度も生徒会を
中心に「いじめNO宣
言」について取り組
み、道徳の授業を行っ
た。生徒が自分事とし
ていじめについて考え
られるよう今後も進め
ていきたい。また、いじ
めの発覚はアンケート
によるところが大きい
ので、引き続き定期的
なアンケートは実施し
ていきたい。それと同
時に、普段から担任を
中心に生徒の様子を
見守っていくことも大
切である。

・生徒の自主性を重んじな
がら、来年度も活動してい
きたい。
・「いじめＮＯ宣言」の活動
は、その時期について改善
していきたい。

○生徒会、部活動の
時間確保は大変だっ
たと思う。活動を通し
て生徒の自主性を伸
ばしてほしい。先生方
には見守っていただき
たい。
○部活動の予定がギ
リギリになるのが疑問
だとの意見があるが、
入学式が約２か月遅
れで開始し授業優先
で進める先生方の苦
労は大変だったと思
う。

・４月に「情報モラル集会」
を行い、「いじめＮＯ宣言」
に繋げていきたい。
・「いじめ」については、早
期発見・早期対応・早期解
決できるように「報告・連
絡・相談」の徹底をしていき
たい。
・引き続き「右側通行・右側
歩行」の徹底をしていきた
い。
・道徳の授業において、若
年層が先輩教員の授業を
見られる機会があるとよ
かった。お互いに授業を参
観し合える環境をつくって
いきたい。学年内でのロー
テーション道徳も検討して
いく。
・「いじめＮＯ宣言」とコラボ
した授業を行っていく。

○７～１１月の体操服
登校は、評判が良
かった。今後も臨機応
変に検討してほしい。
○体操服･ジャージ登
校が大変良かった、と
の意見が多数あった。
授業にも集中出来るよ
う学校生活が送れるこ
とを望む。
○コロナ禍で大変な
中、生徒とのコミュニ
ケーションをとることは
困難だったと思う。生
徒の自治的な態度が
育つように、道徳教育
の時間も大切だと思
う。
○ＡＢ評価が大勢を占
め、生徒指導はよくな
されていると思える。
困難な状況下にあっ
ての、ご苦労が見え
る。

特
別
活
動
等
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自己評価結果と学校関
係者評価結果を踏まえ
た今後の改善方策

２６　危機管理マニュアルに基づ
き，安全（交通安全・生活安全・
災害安全）に関する指導が計画
的に行われていた。

職員の肯定的な評価が９８％で、昨年度より２
ポイント下がってはいるが、高い評価を維持
できた。

２７　学校の給食計画に基づき，
給食指導と食育が適切に行われ
ていた。

職員の肯定的な評価が９３％で、昨年度より７
ポイント下がっている。ランチルームが使用で
きず、弁当給食という状況で、安心安全な給
食を実施することができた。

２８　学校の保健計画に基づき，
生徒の健康指導と管理が適切に
行われていた。

職員の肯定的な評価が９８％で、昨年度より２
ポイント下がってはいるが、高い評価を維持
できた。

２９　生徒支援・特別支援につい
て，学校として適切な指導体制を
構築することができた。

職員の肯定的な評価が９２％で、昨年度より４
ポイント上昇している。素早くセンターに繋げ
られたという一方で、学級担任と生徒支援室
との連携について課題が出た。

３０　各職員が，特別な支援を必
要とする生徒を理解し対応するこ
とができた。

職員の肯定的な評価が８０％で、昨年度より５
ポイント下がっている。教員一人一人の特別
支援への意識を高める必要があるとの意見が
あった。

３１　長欠傾向の生徒に対する指
導は十分であった。

職員の肯定的な評価が８２％で、昨年度より６
ポイント下がっている。手紙の配布等ででき
ていない部分があったとの意見があった。

３２　学校の施設・設備及び備品
の管理は適切であった。

職員の肯定的な評価が９４％で、昨年度より４
ポイント下がってはいるが、高い評価を維持
できた。進路室にもエアコンを設置して欲しい
との要望があった。

３３　情報セキュリティに配慮する
とともに，個人情報等の管理は適
切であった。

職員の肯定的な評価が９３％で、昨年度より４
ポイント下がってはいるが、高い評価を維持
できた。

・年度はじめに食物アレル
ギー対応の保護者面談を
実施し、その把握と適切な
対応に努める。
・学校が避難所になることも
想定して、具体的な対応に
ついて「危機管理マニュア
ル」の見直していきたい。
・今後も感染症予防に留意
し、担任や学年主任等に
相談しながら個別の指導も
含めた保健室対応を行っ
ていきたい。

○コロナ禍で、生徒の
精神面にも、十分配
慮いただきたい。
○感染対策のご対応
に感謝。
○健康安全について
は、日頃から安全指
導、健康指導を適切
に行ってほしい。
○全体的に良好。
○先生方の心や体の
ケアにも力を入れてい
ただきたい。外部の客
観的なケアも大切。

・災害への日常の備
えや的確な避難行動
ができるようにし，防災
意識の高揚を図る。
・栄養指導を充実し，
体力の向上と健康の
増進を図る。

・要修理、修繕箇所につい
ては、施設課・学務課学校
経理室等と協議し修繕を進
めることができた。引き続
き、連絡を取っていく。
・今年度もPTAやおやじの
会、OB会の協力で除草作
業を実施できた。継続して
いきたい。

○学校行事の伝達･習
台通信の掲示等、学校
ホームページを活用し
てみてはどうか。
○教育環境の整備と充
実について、適切に対
応し、個人情報等に関
する　管理はしっかりと
お願いしたい。

○修繕箇所の発見・
報告・修繕依頼がス
ムーズに流れるように
していく。
○習台通信やホーム
ページを活用し、学校
の様子を多く発信して
いきたい。
○個人情報の管理を
徹底していく。

○引き続き、新型コロ
ナウイルス等の感染症
予防などの健康管理
や、食育、アレルギー
などの給食指導につ
いて取り組んでいきた
い。

・特別な支援を必要とする
生徒の調査を行い、その生
徒に必要な手立てを見つ
けたい。教室の掲示物や、
板書の方法、チョークの色
の使い分け、生徒への声
かけ等を工夫していきた
い。ユニバーサルデザイン
を生かした環境を作りた
い。

○特別支援学級が学
校内にあるのはとても
良い。色々な人がいる
ことを理解し、温かい心
を持つ人になってほし
い。
○特別な支援を要する
生徒に素早くセンター
に繋げた対応は、なか
なか出来ないことであり
がたい。
○特別支援への理解と
対応について、積極的
に研修に参加するなど
関心を高めてほしい。

○支援室の授業は来
年度も継続していきた
い。また、支援室の先
生に任せきりにならな
いよう、日々生徒の様
子について目を配るこ
とや支援室の先生方と
情報共有を積極的に
行う。
○生徒に合った具体
的な手立てを講じられ
るよう、研修会を計画
していく。

生
徒
支
援
・
特
別
支
援

・特別支援教育コー
ディネーターの役割を
明確にして，校内委
員会の機能を生かし
関係機関と連携した
総合的な支援体制の
整備を推進する。

施
設
設
備
・
情
報
管
理

・教育環境の整備・充
実を図るとともに，情
報セキュリティに留意
する。

健
康
・
安
全
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自己評価結果と学校関
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３４　本校におけるＰＴＡの活動は
適切であった。

職員の肯定的な評価が９８％で、昨年度より７
ポイント増え、Ａ評価も３０ポイント上昇した。

３５　生徒の育成にあたり，保護
者・地域の方との連携を図り，活
動できた。

職員の肯定的な評価が９１％で、昨年度より４
ポイント下がってはいるが、高い評価を維持
できた。

３６　教科部会や研究テーマに
沿った研修会が計画的に実施さ
れ，授業研究を進めることができ
た。

職員の肯定的な評価が８６％で、昨年度より７
ポイント下がっている。日程調整が難しいとこ
ろではあるが、授業研究は教科できちんと検
討し、授業も見て検討会にも参加できた方が
よいとの意見があった。

３７　学校の直面する問題に適切
に対応する研修会を実施するこ
とができた。

職員の肯定的な評価が８６％で、昨年度より６
ポイント下がっている。コロナ対応により、時
間がなかったとの意見があった。

３８　学校は、臨時休業中や臨時
休業後の授業や行事の変更の
説明や連絡を適切に行うことが
できた。

今年度新たに設定した項目で、職員の肯定
的な評価が９３％と高い評価であった。

３９　学校は、暑い時期の登下校
時の服装について配慮すること
ができた。

今年度新たに設定した項目で、職員の肯定
的な評価が１００％であった。熱中症予防とし
て素早く対応できた。

・「生きる力をはぐくむ
指導法の研究」として
「知識・技能の活用」
についての単元（題
材）の工夫について，
研究を進める。

・マスクの着用を徹底させ、
手洗いや消毒作業など、
感染防止に努めた。
・熱中症対策として、衣替
え期間について柔軟に対
応し、ジャージや体操服で
の登下校も可とした。

○感染対策が大変だ
が、生徒が安心して勉
強できる環境作りをお
願いしたい。
○公衆衛生教育の観
点から、これからも正
しい知識、正しい実践
を追求してほしい

○マスクの着用は引き
続き取り組んでいく。
○熱中症対策として、
衣替え期間など対応
を検討していく。

・入学式前にＰＴＡやＯＢ会
と協力して除草作業を行う
ことができた。、また、コロナ
対応でＰＴＡに消毒やトイレ
清掃などに協力していただ
いた。今後もこうした活動を
通じて、保護者・地域との
親睦を深めていきたい。

○ＰＴＡ活動を通じ
て、親同士の連携、学
校への理解も深まるの
で、今後も積極的な活
動を希　望する。
○コロナの影響で活
動もままならない中、
校内消毒など柔軟な
組織運営がよかっ
た。。

○PTA会長と連携を密
にし、ボランティア活動
や学教行事など保護
者の協力を仰いでい
きたい。
○吹奏楽部など、地域
活動への参加を進め
ていきたい。

・各教科・領域ともに限られ
た時間の中で、検討を進め
られた。来年度も基礎的な
知識・技能の定着や思考
力・判断力・表現力の育成
を図る手立ての工夫を継
続していきたい。

地
域
連
携

・地域社会，関係機関
との連携を密に図り，
相互の情報交換を通
して，教育の醸成に努
める。

コ
ロ
ナ
対
応

・新型コロナウイルス
の感染拡大防止に伴
う臨時休業や行事の
変更に適切に対応
し、熱中症防止に努
める、

研
究
・
研
修

○Ｚｏｏｍによるオンラ
イン授業も実施された
ようだが、今後も工夫
しながら進めてほし
い。また、タブレットも
配布されるようなの
で、ＩＴを積極的に活
用してほしい。

○オンラインやＩＴの活
用について研修して
いく。次年度も「わかる
授業」を目指して、研
究主任、教務主任、教
科部会が連携して計
画的に研修を進めた
い。


